
町
名
が
生
ま
れ
る
ま
で
に
た
ど
っ
た
長
い
経
緯
は
、
こ
の
町
が
橿
原
市
内
で
い
ち
ば
ん
複
雑
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

そ
の
経
緯
を
た
ど
り
ま
す
と
、
隣
の
明
日
香
村
か
ら
流
れ
出
た
飛
鳥
川
が
甘
樫
丘
（
あ
ま
か
し
の
お

か
）
の
北
で
大
き
く
流
れ
を
変
え
る
西
側
一
帯
に
、
ま
ず
東
大
寺
領
の

和
田
庄

が
平
安
時
代
の
末

期
に
姿
を
見
せ
ま
す
（
和
田
町
の
項
参
照
）。

江
戸
時
代
に
入
っ
て
和
田
庄
が

和
田
村

と
な
り
、
元
禄

天
保
年
間
（
一
六
八
八

）
に
村
の

一
部
が
分
村
し
て

出
屋
敷
村

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
出
屋
敷
村
が
明
治
時
代
の
初
め
に

和
田
出
屋
敷
村

と
改
称
し
同
二
二
年
に
白
橿
村
の
大

字
・
和
田
出
屋
敷
と
な
り
、
昭
和
三
年
に
畝
傍
町
の
大
字
に
な
っ
た
あ
と
同
三
一
年
の
橿
原
市
誕
生
で

和
田
出
屋
敷
町
と
な
り
、
翌
年
に
改
名
し
て
や
っ
と
生
ま
れ
た
の
が

栄
和
町

で
す
。

町
が
生
ま
れ
た
当
時
の
、
人
口
は
一
三
三
人
（
二
五
戸
）
で
し
た
が
昭
和
五
五
年
に
四
五
三
人
（
一

四

戸
）
と
増
え
、
平
成
一
二
年
現
在
一
六
六
五
人
（
六
二
八
戸
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

古
い
住
民
か
ら
聞
い
た
現
町
名
の
由
来
で
す
が
、
な
ご
や
か
に

栄

え
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
古
く

か
ら
の
和
田
出
屋
敷
の

和

を
と
っ
て
、
現
町
名
の

栄
和

が
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

長
い
経
緯
を
た
ど
っ
た
町


